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調査の目的
子どもの音楽面での原点ともいえる「わらべうた」
は「遊び」と深く結びついて，それぞれの地域におけ
る文化を内包しながら伝えられてきた。しかし，「津
山のわらべうた（１）」１）で述べたように，現代社会
においては様々な要因により，わらべうたが自然発生
的に歌われる場面は非常に少なくなってきている。ま
た，意図的に，わらべうたを歌う場面が設定された場
合には，その地域に根付いたものではなく，画一化さ
れたわらべうたになってしまいがちである。その結果，
地域に伝えられてきたわらべうたは，その本来の姿を
失っていくだろう。
そこで，「津山のわらべうた（１）」に引き続き，本
研究では，津山地域で収集したわらべうたの歌詞と旋
律を楽譜として採譜し，記録に残すこととした。
なお，今回は「ことばあそび」について報告する。
調査の方法
わらべうたの採録に当たっては，土居由乃（どい
よしの）氏２）と山田美那子（やまだ みなこ）氏３）に
全面的な協力をいただいた。このお二人についての紹
介は，「津山のわらべうた（１）」で行っているのでこ
こでは省略する。
採録の具体的な方法は次のとおりである。
１）土居由乃氏からの採録
①録音年月日：2002年３月14日および４月３日
②録音の場所：津山市下田邑の土居氏宅
③録音の方法：カセットテープおよびＭＤ
④録音の曲数：33曲
２）山田美那子氏からの採録
①録音年月日：2002年３月13日
②録音の場所：美作大学 杉山研究室
③録音の方法：カセットテープおよびＭＤ
④録音の曲数：41曲
調査曲の内容
今回は収録した74曲の中から，「津山のわらべうた
（１）」で取り上げた30曲を除く44曲を対象とした。そ
の中から「ことばあそび」に関する歌28曲を取り上げ，
楽譜と歌詞を示し，若干の説明を加えた。
なお，「ことばあそび」という種類であっても，歌
詞内容や遊び方により，さらに細かく分類できるため，
次のような順序で掲載する。
１．「数え歌」
歌うだけで楽しんだもの。ひとつ，ふたつ，ある
いは，一，二，というように数を数えながら歌った
り，ひとつの「ひ」，ふたつの「ふ」の音から成る
ことばを歌い出しとするもの。
２．「はやし歌・冷やかし歌・悪口の歌」
これも動作を伴うものではなく，向こうにいる人
に向かって，はやしたてたり，冷やかしたり，悪口
を言ったりするときにメロディがついたもの。
３．「室内での二人あそびの歌」
比較的静かな遊びで，部屋の中で座って行う遊び
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歌。子ども同士，または，おとなと子どもの二人で
行うことが多い。
４．「しりとり歌」
前のことばの終止音と次のことばの開始音を共通
に用いるものや，いわゆる「しりとり」として，次
のことばを作っていく歌。
５．「その他」の歌
上記１から４以外の歌で，グループをつくるとき
の歌や，動物の様子を見て歌った歌，生活の様子を
歌ったものなど。
曲名としては，「歌い出し」の語句を用い，採譜に
おいては，子どもの声域に合うように実音より１オク
ターブ高く記譜した。また，拍子，リズム，音程など
の細かい「揺れ」については，そのまま五線譜表記す
ることは不可能なため，著者２名の協議により修正し
た。なお，歌の解説が必要な場合は，土居由乃氏と山
田美那子氏との相談の上つけ加えた。
１．数え歌
①譜１「ひとつ ひょっとこ」（歌：土居由乃）
ひとつ　ひょっとこ　才槌頭（さいづちあたま）
ふたつ　福助　ふくれた頭
みっつ　見せたい　ハイカラ頭
よっつ　横長（よこなが）巾着頭（きんちゃくあたま）
いつつ　いが栗　ざん切り頭
むっつ　昔の　ちょんまげ頭
ななつ　長いは　福禄寿の頭
やっつ　やかんの　つるつる頭
ここのつ　こぶこぶ　でこぼこ頭
とおで　とんがり　キューピー頭
＊ハイカラ頭・・・現代では男性が四角に頭を刈る
事は普通であるが，明治初期においてはちょんまげ姿
の男性が多かった。そのため，ちょんまげではなく散
髪した頭をハイカラ頭と言った。
②譜２「ひとつとや」（歌：土居由乃）
ひとつとや　人々励み勉めよや　鶯さえも法華経読む
ふたつとや　不為（ふため）になるもの　飲み喰うな
鶴は千歳の齢（よわい）もの
みっつとや　みだりに言葉を使うなよ　雉（きじ）も鳴
かずば　撃たれまい
よっつとや　克（よ）く克（よ）く親に孝つくせ
烏（とり）に反哺（はんぽ）の孝もある
いつつとや　いつも礼儀を忘るるな　鳩には三枝（さん
し）の礼もある
むっつとや　無理に金銭むさぼるな　鷹は死しても穂は
つまぬ
ななつとや　何より大事は忠の道　雀も忠と呼ぶなり
やっつとや　休むも務むも時間あり　鶏さえも刻（とき）
を知る
ここのつとや　心を第一修めよや　雁（かり）には知勇
と仁義あり
とおとや　外つ国までも輝かせ　金鵄（きんし）の勲章
あなうれし
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＊この歌は一から十まですべてにおいて「鳥」を引
き合いに出して戒めとしている。
「烏（とり）に反哺の孝あり」
幼鳥は口うつしで親から餌をもらう。その鳥が成
長すると，その恩を忘れないで親に恩返しをする，
という意味。
「三枝の礼」
鳩は礼譲の心があり，親鳥のとまっている枝から
３本下の枝にとまること。鳥でも孝道を知っている
ことのたとえ。
「金鵄（きんし）の勲章」
金鵄勲章は，日清・日露戦争において武功のあっ
た陸海軍軍人に下賜された勲章。
③譜３「一に水仙」（歌：土居由乃）
一に水仙　二にかきつばた　三に下がり藤
四に獅子牡丹　五つイ山の千本桜　六つ紫色よく染めて
七つ南天　八つ八重桜　九つ小梅に散らしをつけて
十で殿様定紋つける
④譜４「じゅういちいなばの」（歌：山田美那子）
十一因幡の白ウサギ　十二は二宮金次郎　十三三月
ひなまつり　十四は四国の金比羅さん　十五は御殿の
八重桜　十六ロシアの大戦争　十七七五の宮参り
十八浜辺の白ウサギ　十九は九重天子さま　二十は東京
二重橋
⑤譜５「いちれつらんぱん」（歌：山田美那子）
いちれつらんぱん破裂して　日露戦争となりました
さっさと逃げるはロシアの兵　死んでも戦う日本の兵
五万の兵と戦って　六人残して皆殺し　七月八日の戦いに
ハルピンまでも攻め寄せて　クロポトキンの首をとり
十でとうとう万々歳
⑥譜６「いっちゃんとこの」（歌：山田美那子）
いっちゃんとこのにいちゃんが　さんちゃんとこで
しっこして　ごめんも言わずにいんじゃった
ろくちゃんとこのしちちゃんが　はっちゃんとこで
栗もろて　ともたてずにいんじゃった
⑦譜７「いちじく にんじん」（歌：山田美那子）
いちじく人参　山椒にしいたけ　ごぼうにむかご
七草山芋　くわいに豆腐
２．はやし歌・冷やかし歌・悪口の歌
①譜８「大寒小寒」（歌：土居由乃）
大寒（おおさぶ）小寒（こさぶ）こさぶやの　婆さんが
どこで年うとろうか　向こうの山の　しゃしゃきの下で
スッココンコンや
＊年の瀬が押しせまってきたが，借金が返せそうに
ない。家にいたら借金取りが来るのでどこかに逃げな
ければならない。さてどこに逃げて年越しをしたもの
かなあ。向こうの山のしゃしゃきの下にはキツネがい
て，スッココンコンと鳴いているので怖いしな
あ。・・・・・と途方に暮れ思案している様子を歌っ
ている。
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②譜９「坊主ぼっくり」（歌：土居由乃）
坊主ぼっくり　山の芋　煮ても焼いても喰えんぞ
③譜10「坊さん 坊さん」＜その１＞（歌：土居由乃）
「坊（ぼん）さん 坊（ぼん）さん どこゆくの」
「私はたんぼへ稲刈りに」
「私も一緒に連れしゃんせ」
「おまえが来ると邪魔になる」
「かんかん坊主　かん坊主　後の正面だあれ」
④譜11「坊さん 坊さん」＜その２＞
（歌：山田美那子）
「坊（ぼん）さん　坊（ぼん）さん　どこ行くの」
「私は田圃へ稲刈りに」
「私も一緒に連れしゃんせ」
「おまえが行ったら邪魔になる」
「この金柑（きんかん）坊主 くそ坊主」
⑤譜12「みかん きんかん」（歌：土居由乃）
みかん きんかん 酒のかん　おやじのいうこと
子がきかん　きんかん頭で あっけらかん
⑥譜13「どこどこ どこいく」（歌：山田美那子）
どこどこ　どこいく　どこはどんどの橋の下
⑦譜14「一も二もない」（歌：山田美那子）
一も二もない三ぴんが　知りもせんこと　ごじゃご
じゃと　ろくでもないこと　七面鳥　はったろか
喰うたろか　飛んでいけ
３．室内での二人あそびの歌
①譜15「一里二里」（歌：土居由乃）
一里　二里　三里　四里（しり）尻　尻　尻
②譜16「だるまさん」（歌：土居由乃）
だるまさん　だるまさん　にらめっこしましょ
わろうたら　だめよ　ウントコドッコイショ
③譜17「蜂が刺いた」（歌：土居由乃）
一が刺いた　二が刺いた　三が刺いた　四が刺いた
五が刺いた　六が刺いた　七が刺いた　八（蜂）が刺
いた　ぶん ぶん ぶん ぶん
④譜18「あがり目」（歌：土居由乃）
あがり目　さがり目　くるりと廻って　ニャーの目
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⑤譜19「いちかけ にかけ」（歌：山田美那子）
いちかけにかけさんかけて　しかけてごかけて橋をかけ
橋の欄干腰をかけ　はるか向こうを眺むれば　十七八の姉
さんが　片手に線香花を持ち　姉さん姉さんどこゆくの
私は九州鹿児島の　西郷隆盛娘です　　明治十年三月三日
切腹なされた父上様の　お墓参りにまいります　お墓の前
で手を合わせ　南無阿弥陀仏　と拝みます　お墓の後で
魂が　ゆらゆらゆらゆら　じゃんけんぽん
４．しりとり歌
①譜20「にっぽん のぎさん」（歌：山田美那子）
日本乃木さん凱旋すずめじロシやばんこクロポトきんの
たま　負けて逃げるはチャンチャンぼう　ぼうで　たたく
は犬ころし　シベリア鉄道とうけれど　土瓶の口からはき
だせば　婆の年は八十二
②譜21「正直じいさん」（歌：山田美那子）
しょ　しょ　正直じいさん　へたばった
た　た　狸の金玉　八畳敷き
き　き　きつねのしっぽをだんごにしょ
③譜22「いちりき らんらん」（歌：山田美那子）
いちりきらんらん　らっきょ喰うてしっし
しんがらまめきゃっきゃっ　きゃべ喰ってほい
５．その他の歌
①譜23「ゆうびんホイ」（歌：土居由乃）
ゆうびんホイ　また来たホイ
お上のご用でエッサッサ
＊郵便屋さんの来るのが珍しい時代。手紙を竹には
さんで配達した。津山市役所の前身である郡役所から
の「ご用」だった。
②譜24「中国線」（歌：土居由乃）
今日の天気をしあわせに　中国線の汽車に乗り
煙残して岡山を　行けば玉柏　野々口や　
トンネル過ぎて作州路　しあわせよしやの福渡り
弓削の焼酎名も薫る　法然上人　誕生寺　
久米の皿山さらさらに　流れも清き吉井川
城下のもとに開けたる　津山の町にぞ着きにける
＊中国線の開通を喜んで，1900年に作曲された「鉄
道唱歌」４）の旋律を替え歌にしたものである。
現在のＪＲ津山線の停車駅が岡山から津山に向かっ
て歌われており，作州にはいってから多くの地名が盛
り込まれている。
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③譜25「山寺の和尚さん」（歌：土居由乃）
山寺の和尚さんが　鞠は蹴りたし鞠はなし
猫をかんぶくろにどしこんで　ポンと蹴りゃ
ニャンと鳴く　ニャンと鳴きゃポンと蹴る
ポンポコポンのポンと蹴りゃ
ニャンニャコニャンのニャンと鳴く
あー　春の日うらら
④譜26「たんたん たぬき」（歌：土居由乃）
たんたん たぬきの金玉は 風に揺られて ゆらゆら
それを見ていた親だぬき 腹をかかえて わっはっはっ
調子を合わせて ゆらゆら
⑤譜27「だれとだれとに」（歌：山田美那子）
だれとだれとになりたいか　あんたとだれとになり
たいか
⑥譜28「あめが しょぼしょぼ」（歌：山田美那子）
雨がしょぼしょぼ降る晩に　豆狸（まめだ）がとっ
くり持って酒買いに　今晩は　はい　今晩は
以上，採取した津山のわらべうたの中から，ことば
あそびに関する28曲について，楽譜と若干の解説を示
した。
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